
実施額 １４０百万円

評価対象

評価方法

参考・・・平成19-28年度（10年間）までの計画及び実績

整備目標　２，６００ｈａ

実績面積　２，６２８ｈａ

実施額 ７７百万円

評価対象

評価方法

 令和元年度計画６１haに対し、実績は計画通り６１haとなった。

参考・・・平成19-28年度（10年間）までの計画及び実績

整備目標　１，５００ｈａ

実績面積　１，２９０ｈａ

令和元年度水と緑の森づくり事業の評価 （事務局案）

奥地の過密人工林や、竹が侵入した人工林を整備し、スギと広葉樹の混交林に誘導する

事業名 里山再生整備事業

　里山林整備の実施面積

事業名 みどりの森再生事業

事業目的 地域ニーズに応じた里山の再生整備を県民協働で推進する

　混交林整備の実施面積

 令和元年度計画２２４haに対し、地域住民の意向を踏まえ、現地精査した結果、実績は２４３ha
となった。

評価 達　　成　　　・　　　ほぼ達成　　　・　　　未達成

評価の
ポイント

計画及び
実績

　整備目標に対する進捗状況を評価

　整備目標に対する進捗状況を評価

達　　成　　　・　　　ほぼ達成　　　・　　　未達成

事業目的

評価

評価の
ポイント

計画及び
実績

資料１

里山林整備　計画及び実績 （単位：ha）

区　　分 H29 H30 R1 R2 R3-８ 目標

計　　画 227 281 224 219 1,050

実　　績 216 272 243 - -

実績（累計） 216 488 731 - -

2,000

混交林整備　計画及び実績 （単位：ha）

区　　分 H29 H30 R1 R2 R3-８ 目標

計　　画 52 67 61 63 258

実　　績 53 65 61 - -

実績（累計） 53 118 179 - -

500
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実施額 ６９百万円

評価対象

評価方法

参考・・・平成24-28年度（5年間）までの計画及び実績

整備目標　40ｈａ
実績面積　42ｈａ

優良無花粉スギ「立山　森の輝き」普及推進事業

評価 達　　成　　　・　　　ほぼ達成　　　・　　　未達成

　優良無花粉スギの植栽面積

計画及び
実績

 令和元年度計画２０haに対し、苗木の生育不良により、苗木の供給量が少なくなったため、実
績は１７haとなった。

優良無花粉スギ「立山 森の輝き」の普及を図るため、苗木の育成と、スギ人工林伐採跡地へ
の植栽、初期保育を支援する

事業名

評価の
ポイント

事業目的

　整備目標に対する進捗状況を評価

「立山 森の輝き」植栽　計画及び実績

H29 H30 R1 R2 R3-8 目標

20 20 20 50 350

20 20 17 - -

20 40 57 - - -実績（累計）

実　　績

計　　画

区　　分

460

2



実施額 　２１百万円

評価対象

評価方法

実施額 ５ 百万円

評価対象

評価方法

　　実績

参考・・・平成19-令和元年度（13年間）までの開催回数及び参加延べ人数

開催回数：1,314回　　参加延べ人数：87,050人

とやまの森づくり普及啓発推進事業

評価 達　　成　　　・　　　ほぼ達成　　　・　　　未達成

・「森の寺子屋」 開催実績　　　１１４回（対象人数延べ７，１３２名）

評価の
ポイント

荒天によるイベントの中止や秋のクマの大量出没による活動の取り止め等により前年から減少
し、１２，３３３人（対前年比９８％）となったが、サポートセンタ―の支援等により継続的に森づく
り活動が行われた。

目標及び
実績

事業名

　「森の寺子屋」の開催状況

　「森の寺子屋」実施状況で評価

児童、生徒をはじめ広く県民を対象として「森の寺子屋」を実施し、開催した学校に対するアン
ケートの結果からも、概ね良好な意見が多かったことから、森づくりに関する理解を一層深めら
れた。

森づくりに対する意識の高揚と森づくりに関する教育推進のための指導者の養成する
森林教室や出前講座として「森の寺子屋」を開催する

事業名 とやまの森づくりサポートセンター活動推進事業

　県内におけるボランティアの活動状況

　森づくり参加延べ人数の状況で評価

事業目的 森林ボランティア等を総合的専門的に支援し、県民参加による森づくり活動を支援する

評価の
ポイント

事業目的

評価 達　　成　　　・　　　ほぼ達成　　　・　　　未達成

実績
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事業名 実施額 １２百万円

事業目的

評価対象

評価方法

実績

１　木の香るとやまの街づくり事業

２　木育推進事業

(1) 県産材こどもの城づくり事業

(2) とやま県産材遊具導入支援事業

アンケート結果（抜粋）

大変良い 51％、良い 39％　　計 90％

大変良い 62％、良い 32％　　計 94％

大変良い 44％、良い 56％　　計 100％

評価 達　　成　　　・ ほぼ達成 ・ 未達成

施設職員および利用者（園児の保護者を含む）のアンケートにより評価

３施設（朝日町農業者宿泊研修施設（朝日町）、片貝山ノ守キャンプ場(魚津市)、あいの風と
やま鉄道 富山駅(富山市)）において、県産材を使った木造化や内装木質化、備品の導入に
対して支援。

・導入した県産材遊具の印象について
（とやま県産材遊具導入支援事業）

・「こどもの城」の印象について
（県産材こどもの城づくり事業）

・木質化した施設や導入した備品の印象について
（木の香るとやまの街づくり事業）

  上記１及び２の事業の利用者等に対してアンケート調査を行った結果、内装木質化や設置した
製品等に対する印象は、大半が「大変良い」、「良い」と回答している。　また、「木のぬくもりが感
じられる」、「手触りが良い」など木の持つ特徴を好意的に捉えた意見が多く、県産材の良さをPR
できたことに加え、「食材と同じように、自分の住んでいる土地で育った材料を使うことは、子供の
成長に良い影響があると思う。」など、県産材を利用することへの理解に関する意見もあった。

県産材利用促進事業

木質化施設、木製品設置施設等での県産材の評価

４施設（富山市立古沢保育所(富山市)、藤園南幼稚園(富山市)、藤ノ木こども園（富山市)、
福光青葉幼稚園(南砺市)）において、こども達のアイデアによる県産材を使った木製遊具を
製作・設置。

１施設（カミール２階　わんぱく広場（上市町））において、県産材で作った遊具の導入に対し
て支援。

県産材を使った木製品の設置や公共施設の内装木質化などによる県産材の普及啓発と森づくり
への理解を醸成する

評価の
ポイント

計画及び
実績
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